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　こんなところに、

　　　ほら「キノコ」が／

中里保育所の玄関入口の柱に1本のキノ

コがニョキッと顔を出していました。

何のキノコかな？　しいたけかな？

この広報紙は、再生

紙を使っています。



ノレ、

　
平
成
3
年
度
よ
り
着
手
し
ま
し
た

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
8
年
3

月
2
8
日
に
供
用
開
始
の
告
示
さ
れ
た

上
山
、
田
中
、
小
原
、
干
溝
、
山
崎

の
一
部
の
世
帯
に
お
い
て
自
宅
か
ら

公
共
ま
す
ま
で
の
排
水
設
備
の
工
事

が
完
了
す
れ
ぱ
下
水
道
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
6
月

5
日
㈱
に
行
わ
れ
た
通
水
式
に
よ
り

本
格
的
に
「
中
里
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

が
稼
働
し
、
下
水
を
処
理
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
期

計
画
工
事
を
平
成
5
年
度
に
着
手
し

完
成
し
た
も
の
で
す
。
第
一
期
計
画

工
事
で
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
全
体
計

画
の
六
分
の
一
を
完
成
さ
せ
、
稼
働

す
る
も
の
で
処
理
汚
水
量
は
一
、
〇
七

〇
、
m
／
日
（
全
体
計
画
で
は
六
、
四
二

〇
㎡
／
日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

“

通
水
式
　
ス
イ
ッ
チ
O
N
！

最終沈殿池

梅灘

ρ
●

浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
の
し
く
み

　
　
（
図
1
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）

　
各
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水

は
、
下
水
管
を
と
お
っ
て
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
①
「
沈
砂
池
・
揚
水
ポ
ン
プ

施
設
」
に
流
入
し
、
こ
こ
で
下
水
の

中
の
大
き
な
ゴ
ミ
や
砂
を
取
り
除
き

〉
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
槽

2



ポ
ン
プ
で
②
「
オ
キ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ

ィ
ッ
チ
槽
」
に
送
り
ま
す
。
「
オ
キ
デ

ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
槽
」
で
は
汚
水

に
活
性
汚
泥
（
好
気
性
微
生
物
を
多

量
に
含
ん
だ
汚
泥
）
を
加
え
水
中
プ

ロ
ペ
ラ
を
回
転
し
、
空
気
を
供
給
す

る
と
微
生
物
が
水
中
の
汚
物
を
食
べ

繁
殖
し
て
、
沈
殿
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
の
汚
水
を
③
「
最
終
沈

殿
池
」
に
送
り
、
「
最
終
沈
殿
池
」
で

は
汚
泥
を
沈
殿
さ
せ
、
き
れ
い
に
な

っ
た
上
澄
水
だ
け
④
「
塩
素
混
和
池
」

へ
流
し
ま
す
。
「
塩
素
混
和
池
」
で
は

「
最
終
沈
殿
池
」
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
き
れ
い
な
水
を
、
さ
ら
に
塩
素
で

消
毒
し
、
排
水
路
を
と
お
っ
て
信
濃

川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
最
終
沈
殿
池
」
に
沈
殿
し

た
汚
泥
は
、
②
「
オ
キ
デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
槽
」
に
送
り
返
し
再
び
汚

水
の
浄
化
に
使
用
さ
れ
、
余
っ
た
汚

泥
は
⑤
「
余
剰
汚
泥
貯
留
槽
」
に
送

ら
れ
ま
す
。
「
余
剰
汚
泥
貯
留
槽
」
に

送
ら
れ
た
汚
泥
は
⑥
「
造
粒
式
濃
縮

機
」
で
汚
泥
の
水
分
を
少
な
く
し
て
、

⑦
「
汚
泥
脱
水
機
」
に
送
り
、
汚
泥

を
脱
水
に
か
け
水
分
を
取
り
除
き
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
汚
泥
貯
留
ホ
ッ

パ
ー
に
送
り
搬
出
さ
れ
ま
す
。

④塩素混和池　I
　　　　　　　　I

③最終沈殿池1②オキシデーションデ』塵」
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⑦汚泥脱水機
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⑤余剰汚泥貯留槽目　⑥造粒式濃縮機

教
材
と
し
て
配
慮

も
さ
れ
た
浄
化
セ

ン
タ
ー
周
辺

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
、
緑
化

が
図
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
教
材
と

し
て
利
用
で
き
れ
ば
と
浄
化
セ
ン
タ

ー
前
方
に
は
村
内
を
は
じ
め
郡
市
内

か
ら
搬
入
し
た
大
小
の
巨
石
が
並
べ

ら
れ
て
レ
ま
す
。

癒
露
羅

、
　
轟欝

職

嚢

翻
、
羅
懲

　
駕
講
．

　
譲

　
　
　
》
大
小
の
石
が
並
ぷ

下
水
道
の
告
示
（
予
定
含
）
の
状
況

　
3
月
器
日
に
供
罵
開
始
の
告
示

さ
れ
た
上
山
、
由
中
購
小
原
、
干

溝
、
曲
崎
の
一
部
は
、
一
八
七
世

帯
、
定
住
人
口
六
一
四
人
で
、
現

在
蒙
で
に
下
水
道
に
加
入
じ
よ
う

と
自
宅
か
ら
公
共
ま
す
諜
で
の
排

氷
設
備
工
事
の
購
講
輝
鵡
さ
れ
た

灘
帯
、
事
業
所
は
四
件
で
す
。

　
今
後
は
、
6
月
末
ご
ろ
に
田
中
、

幕
溝
．
荒
麗
の
輔
部
を
幾
璽
添
す
る

景
建
驚
事
業
溺
進
め
ら
薦
｛
恥
諜
．

甕
。

　
蓬
の
出
籔
承
溺
さ
れ
る
と
三
六
七

繊
帯
、
定
住
人
鼠
一
、
一
八
八
太

と
毅
η
諜
す
。

　
村
で
は
、
下
水
道
に
加
入
で
き

る
地
域
の
拡
大
を
す
る
よ
う
努
力

す
る
と
と
も
に
、
加
入
促
進
に
も

カ
を
入
れ
て
い
く
考
え
て
い
ま
す
．

　
平
成
8
年
度
中
に
は
一
〇
〇
件

前
後
の
加
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
促
進
に
ご
協
力
を
お
願
輪

し
ま
す
。

　
ス
ヤ
も
キ

、
、
慧
、

、
、
灘
、

蒸轟糞ニ
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5
月
3
0
日
㈲
、
七
ツ
釜
災
害
復
旧

工
事
の
起
工
式
が
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
ツ
釜
は
、
滝
、
淵
、
柱
状
節
理

の
発
達
し
た
自
然
景
観
が
全
国
で
も

稀
に
み
る
景
観
地
と
し
て
、
昭
和
1
2

年
6
月
1
5
日
「
名
勝
天
然
記
念
物
」

に
文
部
省
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
七
つ
釜
が
昨
年
4
月
2
3
日
頃

の
融
雪
出
水
が
原
因
と
み
ら
れ
る
も

の
に
よ
り
七
ツ
釜
一
の
滝
が
崩
落
し

た
た
め
、
川
床
礫
の
流
出
及
び
七
ツ

釜
右
岸
の
田
地
の
崩
壊
に
よ
り
約

三
・
三
万
㎡
の
多
量
の
土
砂
が
流
出

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
流
出
土
砂
を

放
置
し
て
お
け
ば
土
石
流
災
害
の
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
成

8
年
度
完
成
を
目
指
し
て
、
建
設
省

直
轄
砂
防
関
連
緊
急
事
業
と
し
て
約

十
四
億
円
で
①
七
ツ
釜
下
流
砂
防
ダ

ム
法
面
災
害
復
旧
②
七
ツ
釜
下
流
砂

防
ダ
ム
災
害
復
旧
③
七
ツ
釜
堆
積
土

砂
処
理
災
害
復
旧
④
七
ツ
釜
残
土
処

理
護
岸
災
害
復
旧
の
対
策
工
を
緊
急

的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
①
②
の
工
事
に
お
い
て
は
、
周
辺

の
景
観
を
出
来
る
だ
け
そ
こ
な
わ
な

い
よ
う
に
次
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
ま

し
す
。

一
、
左
岸
側
の
柱
状
節
理
は
上
部
ま

　
で
掘
削
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

　
現
状
の
岩
盤
に
す
り
付
け
、
ロ
ッ

　
ク
ア
ン
カ
ー
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹

　
付
、
間
詰
で
漏
水
を
防
止
し
ま
す
。

　
　
右
岸
部
は
約
二
m
の
必
要
最
小

　
値
の
掘
削
と
し
、
擁
壁
で
法
尻
を

　
お
さ
え
、
横
柱
状
節
理
岩
盤
は
現

　
状
の
ま
ま
の
こ
し
ま
す
。

二
、
右
岸
上
部
切
土
法
面
は
現
状
の

　
法
面
と
同
様
に
緑
化
し
ま
す
。

三
、
垂
直
壁
の
下
流
面
及
び
右
岸
擁

　
壁
面
並
び
に
下
流
の
水
制
工
に
つ

　
い
て
は
、
現
地
の
露
出
岩
盤
に
似

　
せ
た
次
の
擬
岩
を
使
用
し
ま
す
。

　
■
ブ
ロ
ッ
ク
表
面
の
形
状
は
現
地

　
　
基
岩
の
柱
状
節
理
を
現
地
に
て

　
　
型
取
っ
た
も
の
と
し
ま
す
。

　
■
擬
岩
表
層
部
の
色
調
は
現
地
基

　
　
岩
の
色
調
に
色
合
い
・
色
模
様

　
を
似
せ
る
も
の
と
し

　
ま
す
。

■
擬
岩
表
層
部
の
色
合

　
い
は
、
パ
ネ
ル
層
の

　
全
層
ま
た
は
表
層
三

　
㎝
以
上
と
し
、
色
合

　
い
並
び
に
濃
淡
等
の

　
着
色
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
摩
擦
や
風
化

　
に
対
し
て
色
模
様
を

　
保
ち
、
耐
久
性
を
確

／

　
保
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
と

　
打
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
付
着
強

　
度
は
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
内

　
部
強
度
と
同
程
度
を
有
す
る
構

　
造
と
し
ま
す
。

■
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
は

　
四
週
強
度
並
び
に
経
年
変
化
後

　
に
あ
っ
て
は
、
本
体
コ
ン
ク
リ

ー
ト
以
上
の
強
度
を
有
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

▲七ツ釜完成イメージ



ミ
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長寿社会『

ナー＆野

　
昨
年
、
十
日
町

署
管
内
で
交
通
事

故
に
よ
っ
て
死
亡

し
た
高
齢
者
は
八

人
で
、
全
死
亡
者

数
十
三
人
の
約
六

十
％
を
占
め
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
高
齢
者

の
交
通
死
亡
事
故

抑
止
を
図
る
た

め
、
中
里
村
交
通

安
全
協
会
と
中
里

村
が
中
心
と
な
っ

て
実
践
的
体
験
型

の
交
通
安
全
講
習
会
が
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
な
ど
約
二
〇
〇
人
が
参
集
し
、

5
月
1
5
日
㈱
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
ユ
ー
モ
ー
ル
で
は

映
写
と
十
日
町
警
察
署
の
後
藤
交
通

課
長
が
交
通
事
故
の
事
例
と
事
故
防

止
の
心
構
え
を
話
し
た
り
、
ま
た
、

体
験
発
表
と
し
て
田
中
の
山
本
昭
さ

ん
、
高
道
山
の
阿
部
茂
憲
さ
ん
が
ヒ

ヤ
リ
と
し
た
こ
と
な
ど
の
体
験
談
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
外
学
習
で
は
、
横
断
歩

道
の
わ
た
り
方
や
車
の
停
止
距
離
を

実
際
に
道
路
を
使
っ
て
行
い
、
交
通

安
全
へ
の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
村
民
が

一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

熱
戦
！
中
魚
沼
郡
青
年
大
会

　
6
月
2
日
㈲
、
中
里
村
が
会
場
と

な
り
第
四
十
四
回
中
魚
沼
郡
青
年
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
野
球
が
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
村
民
体
育
館
で
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
野
球
で
は
中
里
の
滝
沢
剛
さ
ん
、

小
林
誠
さ
ん
が
川
西
戦
で
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
た
も
の
の
三
点
お
よ
ば
ず
、

津
南
戦
で
は
一
点
に
泣
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
川
西
に
勝
ち
、

津
南
戦
に
敗
れ
惜
し
く
も
二
位
、
女

子
バ
レ
ー
は
川
西
、
津
南
に
敗
れ
は

し
ま
し
た
が
昨
年
以
上
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す

◆
野
球

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
川
西
町

　
三
位
中
里
村

◆
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
一
位
　
川
西
町

　
二
位
　
津
南
町

　
三
位
　
中
里
村

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
中
里
村

　
三
位
　
川
西
町

郡
市
中
学
陸
上
竸
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
録
会
で
好
成
績
1

　
5
月
2
6
日
㈲
、
十
日
町
市
陸
上
競

技
場
で
平
成
8
年
度
十
日
町
市
中
魚

沼
郡
中
学
陸
上
競
技
記
録
会
が
行
わ

れ
、
中
里
中
学
校
生
徒
が
好
成
績
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

◆
三
年
一
〇
〇
m

二
位
　
高
井
　
雅
史
　
1
2
秒
2
1

七
位
　
山
田
　
康
太
　
1
3
秒
1
0

◆
二
〇
〇
m

．
一
位
　
高
井
　
雅
史
　
2
4
秒
4
5

四
位
　
山
田
　
康
太
　
2
6
秒
5
0

◆
八
○
O
m

七
位
　
南
雲
大
　
2
分
2
1
秒
1

◆
四
×
二
〇
〇
m

五
位
　
1
分
4
5
秒
4
7

　
　
山
田
　
康
太
・
南
雲
　
大

徳
永
　
俊
之
・
高
井
　
雅
史

◆
走
高
跳

五
位
　
徳
永
俊
之

◆
走
巾
跳

五
位
　
滝
沢
　
翔
太

六
位
　
上
村
俊
介

女
子
の
部

◆
一
年
一
〇
〇
m

二
位
　
上
原
　
麻
美

◆
二
年
一
〇
〇
m

七
位
　
村
山
　
美
幸

◆
二
〇
〇
m

六
位
　
村
山
　
美
幸

◆
八
○
O
m

七
位
　
樋
口
ま
な
美

◆
一
〇
〇
m
H

七
位
　
瀧
澤
き
よ
み

◆
四
×
一
〇
〇
m

二
位
　
5
7
秒
1
2

1
m
5
0

4
m
O
7

4
m
O
7

14
秒
3
3

14
秒
4
8

29
秒
4
3

2
分
3
7
秒
7

20
秒
4
3

　
　
広
田
加
代
子
・
上
原
　
雅
代

　
　
上
村
　
和
恵
・
村
山
　
美
幸

◆
走
高
跳

三
位
　
上
原
　
雅
代
　
1
m
3
3

◆
走
巾
跳

三
位
　
滝
沢
き
よ
み
　
4
m
1
5

、
八
位
　
山
田
　
綾
子
　
3
m
1
4

◆
砲
丸
投

六
位
　
広
田
加
代
子
　
7
m
4
5

七
位
　
上
原
　
律
子
　
7
m
3
9

平成8年6月10日広報なかさと5



平
成
九
年
四
月
操
用
の
中
里
村
職
員
を
募
集
し
ま
す
ノ

”

一
、
試
験
区
分
、
職
種
、
受
験
資
格

　
　
採
用
予
定
人
員

・
試
験
区
分

　
　
初
　
級
　
試
　
験

・
職
　
　
種

　
　
一
　
般
　
事
務

・
受
験
資
格
『

　
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
54
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

も
の
で
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
も
の
。

・
採
用
予
定
人
員

　
　
若
　
干
　
名

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
も
の
。

・
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者
。

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
さ
れ
、
そ

　
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
、

　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　
ま
で
の
者
。

・
中
里
村
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処

　
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら

　
2
年
を
経
過
し
な
い
者
。

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

　
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
、
そ

　
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

あ
な
た
の
カ
を
ま
つ
て
い
ま
す
“

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
、
こ
れ
に
加
入
す
る
者
。

二
、
試
験
の
日
時

、
第
一
次
試
験

日
時

会
場

9
月
2
2
日
㈲

受
付
開
始
　
午
前
9
時

試
験
開
始
　
午
前
9
時
4
0
分

長
岡
市
南
町
2

　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

第
二
次
試
験

日
時
　
　
1
0
月
下
旬
か
ら
1
1
月
上
旬

　
　
　
詳
し
い
日
時
は
、
第
一
次
試

　
　
　
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

会
場
　
中
里
村
役
場

三
、
試
験
の
方
法

第
一
次
試
験

　
　
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い

　
て
高
校
卒
業
程
度
で
択
一
式
に
よ

　
る
筆
記
試
験
並
び
に
事
務
適
正
検

　
査
及
び
作
文
試
験
を
行
い
ま
す
。

第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て

　
面
接
試
験
と
身
体
検
査
を
実
施
し

　
ま
す
。

四
、
合
格
発
表

　
　
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
1
0
月

　
下
旬
、
最
終
合
格
者
に
つ
い
て
は

　
1
1
月
下
旬
に
中
里
村
役
場
掲
示
板

　
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
通
知

　
し
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
先

中
里
村
役
場
　
総
務
課
人
事
係

　
〒
9
4
9
－
84

新
潟
県
中
魚
沼
郡
中
里
村

　
　
　
　
　
大
字
田
沢
己
2
1
3
3

◆
申
込
方
法

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記

入
、
押
印
し
、
顔
写
真
（
縦
4
㎝
×

横
3
㎝
）
一
枚
貼
り
、
他
に
二
枚
を

添
付
し
て
中
里
村
役
場
総
務
課
人
事

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
問

　
平
成
8
年
7
月
1
5
日
㈲
か
ら
平
成

8
年
8
月
1
6
日
働
ま
で
。

　
郵
便
の
場
合
は
書
留
郵
便
と
し
、

8
月
1
6
日
働
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
付
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
受
験
票
を
9
月
1
5
日
頃
ま
で
に
郵

送
す
る
の
で
試
験
当
日
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
里

村
役
場
総
務
課
の
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
智
0
2
5
7
－
6

3
1
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
（
内
線
　
2
1
0
）

　　　役場事務室、会議室が

　　　　禁煙となりました

　　　ご理解、ご協力をお願いします！

　6月3目より役場庁舎内事務室、会議室は禁煙と

させていただきました。来庁者で喫煙する方は、4

階住民ホールを喫煙場所としてご利用ください。

　ご理解、ご協力をお願いします。

中里繕農業委員会嚢藁一・般選挙

　　立候補鎌建者説明会開催

　謹繰補馨建巻説鯛会を蒸認の態お喰開催縷ま霧

の驚立候補嶺驚番の癒ぱ謹参樂《だ遷繍。

　繊薗　時　6周2蒸圏㈱　蕪後鰹騰欝醗

　繕会場役場議揚
　　　　　　　　　　　　　　準

中里村農業委員会委員一般選挙

　　　　日　程　決　まPる

　平成8年7剛9臼任期満了に伴う中璽村農業委

員会委員一一般選の目程は．下記のとおりです。

　◆告示日　7癖i逡臼◎晦

　◆選挙臼　7周ヌ臼㈲



　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
相

続
、
土
地
、
金
銭
上
の
問
題
。
そ
の

他
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
、
信

用
の
侵
害
等
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
児
童
・
生
徒
間
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

、
◆
目
時

　
　
6
月
2
1
日
㈹

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
会
場

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員

　
人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
濱
野
　
孝
司
さ
ん

　
　
　
齋
喜
　
正
甫
さ
ん

　
法
務
局
職
員
の
民
事
専
門
官
が

相
談
を
受
け
ま
す
。

　　私は民間の保険会社の養老保険に入って

　　いますので、国民年金は遠慮したいと思

っています。国民集金は必ず入らなければいけ

ないのですか？

　国民年金は個人年金とちがって、すべて

　の国民が対象です。そのため、自分の意

志や個人年金の加入の有無に関係なく、20歳以

上60歳未満の人はすべて国民年金に加入し保険

料を納めなければなりません。すべての人が加

入する国民年金制度、あなたが蟻遠慮”するこ

とはできません。

ゆ
目
時

　
　
7
月
H
日
㈱
～
1
4
日
㈲

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
会
場

　
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
講
師

　
　
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

◆
講
習
内
容

　
救
急
法
概
論
、
包
帯
法
、
止
血

　
法
、
蘇
生
法
、
運
搬
法
の
理
論
と

実
技
。

◆
参
加
資
格
者

　
満
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
講
習

　
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。

◆
定
員
　
二
〇
人

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
参
加
費
　
二
、
○
○
○
円

◆
持
参
す
る
も
の

　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
実
技
の

　
で
き
る
服
装
、
昼
食
。

◆
資
格
交
付

　
講
習
に
全
時
間
出
席
し
、
最
終

　
日
に
行
う
学
科
の
検
定
で
八
十
点

　
以
上
の
成
績
を
納
め
た
方
に
赤
十

　
字
救
急
法
合
格
証
を
交
付
し
ま

す
。

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
7
月
5
日
ま
で
に
申
込
く
だ
さ

　
い
。
”

　
　
津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
智
6
5
1
3
1
1
1

　
　
　
『
ミ
オ
ン
芯
び
亡
と
』

　
　
高
校
生
・
大
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
！

　
　
7
月
1
8
日
オ
ー
プ
ン
の
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
で
は
、
夏
休
み
の
高

　
校
生
・
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
◆
募
集
人
員
　
若
干
名

　
◆
申
し
込
み
　
7
月
1
0
日
㈱
ま
で

　
◆
申
込
み
先
　
㈱
な
か
さ
と
　
盈
6
3
1
4
8
1
1

『
I
I
I
贋
－
一
一
I
I
l
I
I
置
－
雷
－
一
匿
I
I
I

］
第
1
回
清
津
峡
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

剛
　
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
ヲ

一
　
清
津
峡
小
出
温
泉
前
の
清
津
川
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
瀬
戸
口
の
清
津

’
峡
橋
下
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
（
5
・
0
㎞
）
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
が

一
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
・

一
こ
の
機
会
に
・
ぜ
ひ
・
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
・

一
　
　
　
　
ー

一
◆
6
月
四
日
仕

午
後
12
時
30
分
予
選
ス
タ
ー
ト

◆
6
月
3
0
日
㈲

午
前
m
時
30
分
本
選
ス
タ
ー
ト

鰭
鑑

コースの順路（全行程約5．Okm）

噺
購

財映　　　溝津蝶トンネル

1　4一二こ2凹ふ
　遊歩道　　　る隊・
　　　　　　さ

⇒

、9k．5k
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

眺
翅

⑧

繊
キ
し
グ
に

　
新
潟
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
松
原
湿
原
は
標
高

一
四
〇
〇
m
～
一
六
〇
〇
m
の
大
地

に
点
在
し
、
地
塘
な
ど
が
よ
く
発
達

し
た
典
型
的
な
高
層
湿
原
で
す
。

　
あ
な
た
も
美
し
い
小
松
原
に
足
を

運
ん
で
見
ま
せ
ん
か
。

◆
目
時

　
　
・
7
月
6
日
ω

　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
・
7
月
7
日
日

　
　
　
　
　
　
　
（

　
両
日
と
も
午
前
8
時
に
ユ
ー
モ
ー

　
ル
駐
車
場
集
合
。

◆
目
程

　
ユ
ー
モ
ー
ル
発
（
8
時
30
分
）

　
　
　
↑

　
湿
原
入
り
口
（
9
時
3
0
分
）

　
　
　
↑

　
小
松
原
小
屋
（
1
1
時
3
0
分
）
昼
食

　
　
　
↑

　
　
　
　
ま

　
　
　
す
の
　
　
遊
⑯

　
　
　
う

　
　
　
よ
楽

遊
　
　
　
　
　
転
す
　
美

　
　
　
な
　
　
　
　
　
ま

外
前
　
　
今
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
よ

ま
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

　
　
　
　
　
　
お
そ
ぱ
絵
気

　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
美
出
と
が
　
　
る

　
ん
人
久
　
　
　
　
他

　
な
の
　
　
外
る
ず
　
　
で

　
ユ
ー
モ
ー
ル
着
（
1
5
時
30
分
）

◆
募
集
人
員

　
　
両
日
と
も
五
〇
人

㌧
内
容

　
　
各
班
ご
と
に
、
自
然
観
察
指
導

　
員
と
一
緒
に
湿
原
を
散
策
し
、
日

　
頃
、
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

　
湿
原
を
観
察
し
な
が
ら
登
る
。

◆
参
加
費
用

　
　
一
人
　
一
、
○
○
○
円

◆
持
ち
物

　
　
昼
食
、
飲
物
、
雨
具
、
軍
手
、

　
帽
子
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
持
つ
て
い

　
る
人
は
、
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
ル
ー

　
ぺ
な
ど
）

◆
服
装

　
　
長
袖
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、

　
荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
両
手

　
が
あ
く
よ
う
に
す
る
。

◆
申
込
み

　
　
6
月
1
0
日
よ
り
受
付
を
開
始
し

　
ま
す
。

　
　
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
先

　
　
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
に
お
申
込

　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
中
里
村
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
智
6

3
1
3
1
1
1

　
　
　
’
　
（
内
線
2
7
3
・
2
7
4
）

ほ
轟
灘
…
縫
ゑ

探
検
ウ
蒸
轟
灘
響
伽
者
募
集

　
来
春
開
業
す
る
期
待
の
ほ
く
ほ
く

線
を
歩
く
「
ほ
く
ほ
く
線
ト
ン
ネ
ル

探
検
ウ
ォ
ー
ク
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

◆
日
時
　
7
月
2
0
日
㈹

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分

◆
コ
ー
ス

　
う
ら
が
わ
駅
～
大
地
い
こ
い
の
森

駅
の
五
・
一
㎞

　
（
村
か
ら
会
場
へ
の
送
迎
有
）

◆
参
加
資
格

　
　
沿
線
市
長
村
の
在
住
者
、
勤
務

　
者
で
ひ
と
り
で
完
歩
が
で
き
る
者
。

　
※
小
学
生
は
親
権
者
、
保
護
者
の

　
参
加
同
意
書
へ
の
署
名
捺
印
が
必

　
要
で
す
。
当
日
は
引
率
者
が
同
伴

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員
　
三
五
〇
人

◆
参
加
費
用
　
一
人
　
一
、
○
○
○
円

◆
記
念
品

　
　
完
歩
者
全
員
に
完
歩
丁
シ
ャ
ツ

　
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト

　
　
ゴ
ー
ル
地
点
の
大
池
い
こ
い
の

　
森
・
休
暇
村
に
て
芋
煮
会
、
素
敵

　
な
景
品
が
当
た
る
ゲ
ー
ム
大
会
な

　
ど
を
予
定
。

◆
注
意
事
項

　
・
保
安
上
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
必
要
で

　
す
の
で
ご
持
参
下
さ
い
。
（
バ
イ
ク
、

　
自
転
車
、
野
球
な
ど
の
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
で
も
可
）

　
・
歩
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
な

　
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
ト
ン
ネ

　
ル
内
は
平
均
気
温
十
三
度
位
で
外

　
気
と
の
温
度
差
が
あ
り
ま
す
）

◆
申
し
込
み

　
　
6
月
2
5
日
㈹
ま
で
に
役
場
開
発

　
課
で
お
申
込
下
さ
い
。
（
申
込
用
紙

　
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

　
※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
い
た
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
者

　
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
従
事
す
る

　
　
こ
と
を
希
望
す
る
方
。

　
・
高
齢
者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
。

◆
研
修
課
程

　
　
7
月
1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日
・
3ー

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
日
　
8
月
7
日
　
9
月
3
日

　
　
1
0
月
2
4
日

◆
開
催
地
　
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

◆
研
修
内
容

　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
必

　
要
な
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習

　
得
。

　
講
義
　
時
間
・
実
技
講
習
　
時
間

　
実
習
8
時
間
　
計
50
時
間

◆
募
集
人
員
　
五
〇
名

◆
テ
キ
ス
ト
代
　
八
、
○
○
○
円

◆
申
込
期
限

　
　
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
申
込
方
法

　
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
氏
名

　
③
生
年
月
日
④
電
話
番
号
⑤
職
業

　
⑥
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
従
事
希
望

　
の
有
無
を
記
入
し
郵
送
し
て
下
さ

　
い
。

◆
受
講
者
の
決
定

　
　
7
月
5
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
蠕
十
日
町
市
妻
有
町
西
2
1
1

　
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

8



　
　
介
護
マ
ン
パ
ワ
ー
研
修
担
当

　
智
57
1
5
5
1
7
（
担
当
越
村
）

み
ん
蒙
罷
嚇
蟹
擶
土
砂
災
害

6
月
礁
出
砂
災
害
．
．
、

　
　
　
　
　
　
櫨
鑓
肩
懸
そ

　
梅
雨
で
長
雨
の
ふ
る
6
月
は
、
土

石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
く
ず
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
や
さ
し
い
谷
川
や
山
々
が

豹
変
し
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
命

を
奪
っ
て
し
ま
う
の
が
土
砂
災
害
の

怖
さ
で
す
。

■
雨
が
長
く
降
り
続
く
と
ぎ
や
大
．

　
雨
の
と
き

■
川
の
水
、
井
戸
水
、
わ
ぎ
水
の

　
量
が
変
化
し
た
り
、
濁
り
だ
し

　
た
と
き

鋼
地
面
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
ぎ

■
が
け
か
ら
水
が
わ
い
て
き
た
と

　
き

　
こ
ん
な
と
き
は
非
常
に
危
険
で
す
。

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
家

の
ま
わ
り
の
山
、
が
け
、
川
な
ど
に

気
を
つ
け
、
い
つ
も
と
違
う
点
や
お

か
し
な
点
を
見
つ
け
た
ら
、
役
場
建

設
課
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

真痴

爾
欝
纏
、

琴
－
趨
覇
繋
璽
す

“
道
に
対
す
る
意
見
を
．
．

　
　
　
　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
”

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
や
経
済
を

毎
日
支
え
て
い
る
道
。
そ
の
つ
く
り

方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
人
々

が
知
る
機
会
や
意
見
を
言
う
場
は
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路

審
議
会
で
は
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
し
い
道
路
計
画
を
つ

く
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
新
た
な
考
え
を
採
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
提
案
の
仕
方
な
ど
を

紹
介
し
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー

ト
」
を
希
望
者
の
方
に
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」

で
は
、
渋
滞
、
高
速
道
路
料
金
、
身

の
回
り
の
狭
い
道
な
ど
の
重
要
な
テ

ー
マ
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
考

え
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
共
感
す
る
考
え
方
や
自

由
な
意
見
・
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。◆

「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ボ
ー
ト
し
を

入
手
し
た
い
方
は
、
次
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

・
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局

　
　
　
　
　
長
岡
国
道
工
事
事
務
所

　
暦
0
2
5
8
1
3
6
1
4
5
5
1

・
新
潟
県
十
日
町
土
木
事
務
所

鶴
，
、
羅
生
鰯
幸
子
雄
評
雄
籾
弘
穂
実
好
隆
子
篠
田
＋
神
白
清
津
死
嫉
霧
撚

馨
曝
．
講
ゆ
幾
正
田
恵
畷
黙
章
秋
三
撲
和
撫
騨
鍛
熱

盤　
　
　
　
　
　
　
　
村
服
瀧
南
山
神
鶴
、
紀
千
修
ま
政
美
・
鞭
軍
虎
チ
ハ
匙

　
　
『

　
　
　
　
・
㎜
　
｛
｛
｛
｛
｛
｛
　
趣
灘
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
悉
　
　
　
　
　
　
　
希
て

　
　
　
　
　
窯
　
た
汰
朔
輔
　
　

砺
大
と
登
た
太
　
　
　

澤
口
口
口
田
杉
　
　
　
原
島
喜
野
藤
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
咲
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載
し

　
　
　
　
．
．
錆
笑
　
讐
落
薩
．
・
偏
月
隔
儲
保
・
桑
太
齋
高
佐
囎

　
智
5

7
1
5
4
0
8

・
中
里
村
役
場
建
設
課

　
暦
6
3
－
3
1
1
1

◆
意
見
の
提
出
方
法

・
郵
送
の
場
合

　
〒
鵬
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
2
1

　
　
　
　
8
1
1
0
　
第
1
5
森
ビ
ル
内

　
「
二
十
一
世
紀
の
み
ち
を

　
　
　
　
考
え
る
委
員
会
」
事
務
局

・
F
A
X
の
場
合

　
0
1
2
0
1
62
－
6
6
6
1

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

福
田
敏
侮
灘
灘
勤

講
演
会
纈
開
催
難
燕
顎
す

　
ち
ょ
う
ど
十
年
目
を
迎
え
た
世
界

的
な
総
合
自
然
療
法
施
設
「
穂
高
養

生
園
」
を
創
設
さ
れ
た
福
田
俊
作
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
心
と
体
、
そ
し
て
健
康
に
つ

い
て
の
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
目
時
　
6
月
2
9
日
ω

　
　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
4
時

◆
会
場
ク
ロ
ス
ー
0

◆
演
題

　
「
自
分
の
中
の
癒
す
力
に
気
づ
く
」

　
　
　
ー
病
気
が
治
る
と
は
ー

◆
参
加
費
　
　
一
、
○
○
○
円

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
　
　
盈
5

7
1
5
5
1
5

　
　
　
担
当
　
渡
辺
ま
で

消
防
講
翼
螢
、
翻

　
　
　
織
魏
締
継
難
す

◆
目
時
　
6
月
1
5
日
㈲

　
　
　
　
午
後
8
時
～

◆
会
場
　
高
道
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
3
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
露
　
．
、
灘

　　　　　　　　　　籔　　　　　　　　繍　　　　　　灘　　　　灘　　　灘　灘簗

●交通事故件数　　　　　　5件

●死　　者　　　　　　O人

●傷　　者　　　　　　8人

●死亡事故ゼロ　　　1，296日

平成8年6目10日広報なかさと



7月1日国民安全の日

生活のすべてに安全を

　「無病息災・家内安全」は、だれもが願うことです。

　しかし現実には、笛日多くの方々が不慮の事故で亡くなっ

たり、重軽傷を追ったりしています。普段の生活で予期せぬ

出来事「これくらいならいいだろう」「少しの間だけだから」

などといった不注意や不用心が、事故や災害につながります・

いつでも、どこでも、注意や用心を怠らない習慣をつけたい

ものです。まずは家族で話合い、家庭の中から「生活のすべ

てに安全を」目指しましょう。
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．
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由
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ガ
た
つ
む
ッ

型
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；
里

チ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
弓
　
・

！
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
．
醗
　
　
　
鵡

　
　
　
　
　
ま
　
じ

勘
ツ
捧
け
　
灘

い
い
わ
ね

於
ウ
浜
　
，
Ψ

ず
ぐ
近
丘
訟
、
　
　
　
　
鍛

げ一
，
○

る

　　　0
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⑳池田医院禅講
⑳上村病院禅3重2111

⑳大’島医院響講1

⑳中条病院響講1

蓄
咋
執

け
っ
こ
う

重
く
℃

皇
暑
お

砦
“

β
モ
る
“

o
の
ジ
ご
シ
メ

　
田
植
え
も
よ
う
や
く
終
り
ホ
ッ

ト
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

　
ン

》
つ
カ
？

　
さ
て
、
6
月
5
日
に
下
水
道
の

通
水
式
が
行
な
わ
れ
本
格
的
に
下

水
道
が
稼
動
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

こ
れ
か
ら
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」

が
7
月
1
8
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
8

月
に
は
国
道
一
一
七
の
清
津
大
橋

の
開
通
、
そ
し
て
、
清
津
峡
渓
谷

歩
道
ト
ン
ネ
ル
が
今
秋
オ
ー
プ
ン

と
い
う
村
の
大
型
事
業
が
次
々
と

完
成
し
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る
村

に
な
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
客
等
が
中
里
村
を

訪
れ
、
全
国
に
中
里
村
が
知
れ
わ

た
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

日
二

剛
ダ
　

ア
～
ン
”

目剛
レ
驚

6
カ
㎝

15仕） 女性いきいきセミナー　合総合センター
⊂）19：30～21：30

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール…
（D11：00～11：40

18（火》 英会話初心者教室　合総合センター
①19：30～21：00

19ωo

基本健康診査・胸部検診（70歳～）

合総合センター
（D9：00～10：30受付・13：00～14：30受付

書道入門講座　合総合センター
㊦19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

20休）
基本健康診査・胸部検診（70歳～）
合総合センター
09：00～10：30受付・13：00～14：30受付

、21（金）

基本健康診査・胸部検診（70歳～）
合総合センター
（D9：00～10：30受付・13：00～14：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス』
センター　（∋13：30～16：00

ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール
011：00～11：40

24（月）

子宮がん、乳がん検診　合上村病院
0子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　13：00～13：30受付
補聴器相談（キコエ）　合役場
016：00～16：30

25（火）

遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付
英会話初心者教室　合総合センター
（⊃19：30～21：00

126ωO
書道入門講座　合総合センター
㊦19：30～21：30
補聴器相談（リオン）　合役場
（1）13：45～14：00

27休）
子宮がん、乳がん検診　合上村病院
㊤子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　13：00～13：30受付

28働
心配ごと相談（広田和子）　合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
㊤13：30～16：00

29（土） レクゲーム研修会　合清田山自然運動公園…
015：00～（30日まで〉

1（月）
子宮がん、乳がん検診　合上村病院
（D子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　13：00～13：30受付

2㈹ 英会話初心者教室　合総合センター
㊤19：30～21：00

3ωO
書道入門講座　合総合センター
∈）19：30～21：30

補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

4休）
子宮がん、乳がん検診　合上村病院
O子宮がん13：00～13：30受付
　乳がん　13：00～13：30受付

5（金）

乳児検診　合保健センター
⊂）13：00～13：30受付、

心配ごと相談（藤田義一）　合ディサービス
センター　（913：30～16：00

※獺麟麹雛雛織鱒『．麟騰．纐鶏鱒騰嚢灘雛懇

　　　　　　　　　　　　　・灘i繕嚢難総雛鎌塗

同・　　　　　　　　　　　弓・・　　　’囎

建

藝
■
　
鯉

村民憲章　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。ウグイスlJ
ユギスブナ

●人ロ男3，321人（一4）女3，324人（＋1）計6，648人（一3）●世帯数1，632（一1）5月末現在
（）は前月比
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